
ファミリー・サポート・センター実施自治体・団体の皆様へ

2024年度「移動サービス専用自動車保険」のご案内

　「移動サービス専用自動車保険」はファミリー・サポート・センターの活動中、サービス提供会員の
自家用車を用いて依頼子供の送迎等（移動サービス）を行っている間の事故について、サービス提供
会員が加入している自動車保険に優先してお支払いする保険です。
　今回ご案内の「移動サービス専用自動車保険」にご加入頂くことで、より安心して提供会員が活動
を行えるようになります。「送迎」等の活動を行っているファミリー・サポート・センターの皆様にお
かれましてはぜひご加入を検討ください。
＜対象となる事業＞
●　ファミリー・サポート・センター事業
●　乳児家庭全戸訪問事業（こんにちは赤ちゃん事業）
●　養育支援訪問事業
●　子育て短期支援事業
●　一時預かり事業（訪問型の活動に限ります。）
●　ひとり親家庭等日常生活支援事業
●　子育て世帯訪問支援事業

※これらの事業名は国の施策に基づいたもので、自治体によっては別の名称が使われることがあります。

※本ご案内においては、ファミリー・サポート・センター事業を主として記載しています。それ以外の事業に関
しては、事業名をそれぞれ該当する事業名に、ファミリー・サポート・センターを自治体及びそこから委託を
受けた方に、依頼会員を依頼者に、提供会員を提供者に、それぞれ読み替えてください。

【保険契約者・記名被保険者の範囲】
　ファミリー・サポート・センター事業を実施する地方公共団体等または事業受託団体等が対象となります。
※本保険はファミリー・サポート・センター事業を実施する地方公共団体等または事業受託団体等を契約者・
記名被保険者とし、１．記名被保険者、２．記名被保険者の指示により、移動サービスのために自家用自動
車を運転している者、３．記名被保険者の使用人を被保険者とする包括契約です。保険証券を請求する権利、
保険契約を解約する権利等は、原則として契約者であるファミリー・サポート・センター事業を実施する地
方公共団体等または事業受託団体等が有します。詳細は、契約者である団体の代表者の方にお渡ししてあり
ます保険約款によりますが、ご不明な点等については、取扱代理店または引受保険会社までお問い合わせく
ださい。

　2024年5月1日始期以降契約より、ご加入実態に合わせてお選びいただくプランが変更となりました。
従来 2024年5月1日始期以降

プラン名 Ａプラン、Ｂプラン、Ｃプラン 車両保険ありプラン、車両保険なしプラン
変更点 Ｂプランを廃止し、車両補償ありORなしの2種類のシンプルな設計としました。

　※プラン毎の詳細は４ページをご確認ください。

ご加入・更新いただく前に保険商品がご希望に合致した内容となっていることを再度ご確認くだ
さい。加入依頼書の記載事項等につきましては、重要事項説明書をご確認いただき、記載漏れ・
記載誤りがある場合は、追記・訂正をお願いいたします。また、更新の場合は、現在のご加入内
容についてもあわせてご確認いただき、万一、誤りがありましたら、女性労働協会までお問合せ
くださいますようお願いいたします。

ご加入内容をご確認ください。

一般財団法人　女性労働協会
東京海上日動火災保険株式会社

（２０２４年１月）
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＜本商品開発の背景＞
　表１の通り、平成２９年のファミリー・サポート・センター活動の中で、「送迎」に関連した
活動は合計すると５８．６％にのぼります（公共交通機関を用いての送迎を含む）。

［表１］ファミリー・サポート・センター内容別活動件数

活動内容 件数 全体に占める割合

１位 保育施設までの送迎 ３１７, ６２９件 ２０．２％

２位 放課後の学習塾等までの送迎 ３０１, ８９６件 １９．２％

３位 保育施設の保育時間前後等の子供預かり ２４９, ２０５件 １５．９％

４位 放課後児童クラブ開始前後の預かり・送迎 ２４７, ４８０件 １５．７％

……

８位 障害を持つ子供の預かり・送迎 　５４, ９５１件 　３. ５％

（平成３０年度　女性労働協会調査より）

　一方、表２の通り、ファミリー・サポート・センター活動における発生事故のうち、約２７％
の７３件が自動車利用中の事故となっております。自動車利用中の事故は、他の事故に比べて重
大化する危険性が高く、十分な備えが必要です。

［表２］ファミリー・サポート・センター原因別事故件数（複数回答）

活動内容 件数 全体に占める割合

１位 転倒（転ぶ、つまずく等） ２０１件 ７３．４％

２位 自動車利用 　７３件 ２６．６％

３位 接触（他者、構造物等） 　６０件 ２１．９％

４位 その他 　４４件 １６．１％

５位 転落（家具、階段等） 　４１件 １５．０％

（平成３０年度　女性労働協会調査より）

　現在、一日の中で、自動車死亡事故が最も多く発生している時間帯は１７時～１９時となって
います（警察庁調査　平成２７年～令和元年）。
　ファミリー・サポート・センターの送迎関連活動が、保育施設の時間外や学校の放課後に多く
実施されている実態を鑑みると、運転にあたり十分な注意が求められるのはもちろんですが、万
が一の際に提供会員・依頼子供をお守りする仕組みも必要です。
　ファミリー・サポート・センター事業における「送迎」の比率は年々高くなっておりますが、
これまで万が一、活動中に自動車事故が発生した場合は、運転者の方が加入している自動車保険
を使用せざるを得ない状況でした。
　提供会員が安心して送迎活動を行うための体制整備はファミリー・サポート・センターにとっ
て急務となっています。本商品はそういったニーズを受け、東京海上日動火災保険株式会社と共
同で開発した商品となります。是非ご加入をご検討ください。

JOAN7_p01-08.indd   2JOAN7_p01-08.indd   2 2023/11/21   9:442023/11/21   9:44



─ 2─ ─ 3─

＜商品正式名称＞
　移動サービス事業者向け自動車保険特約付帯一般自動車保険
　（移動サービスとは、自家用車を用いて利用者を輸送するサービスのことを言います。なお、
自家用車を運転するのは提供会員を想定した保険となっております。）

＜保険契約者・記名被保険者＞
　ファミリー・サポート・センター事業を実施する地方公共団体等または事業受託団体等。

＜被保険者＞
⑴　記名被保険者
⑵　記名被保険者の指示により、移動サービスのために自家用自動車を運行している者
⑶　記名被保険者の使用人

＜対象自動車＞
　サービス提供会員の自家用車等、移動サービスのために使用する自動車。但し、移動サービス
を提供する事業者が自ら所有する自動車、または常時使用する自動車を除きます。

＜対象となる担保種目＞
⑴　対人賠償責任保険
⑵　対物賠償責任保険
⑶　車両保険

＜保険期間＞
　２０２４年５月１日午後４時から２０２５年５月１日午後４時までです。それ以外の保険期間
をご希望の方は女性労働協会までご相談ください。

＜個々の車両の責任期間＞
　移動サービスの運転を開始した時から、その運転を終了した時まで（合理的な経路・範囲に限
ります）。出勤・退勤時の自動車運転、プライベート等での自動車運転は本商品の補償対象外と
なります。
　個々の移動サービスごとの自家用自動車の運転者、登録番号等、運行開始した日時および終了
した日時等を毎月女性労働協会（保険代理店）に通知することが必要です。

＜保険料＞
　保険期間終了後、通知内容に基づき確定保険料を計算し、契約締結時に領収した暫定保険料と
の差額を追加領収または返還します。
　詳細については ４ページをご覧ください。

＜ご注意＞
　 ４ページ記載の保険料は契約初年度の保険料となります。更新時の保険料は、前年の事故状
況等により増減する可能性があります。

＜ご加入の流れ＞
⑴　 ４ページ記載の各プラン（車両保険あり・なしの２種類）詳細をご覧頂き、加入するプラ
ンを決定ください。

⑵　 7ページ記載の「加入手続き」に従って、手続きを進めてください。
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＜補償内容と保険料について＞（保険期間：１年）

各プランの補償内容※１

車両保険ありプラン 車両保険なしプラン

保険期間 １年間 １年間

補償

対人賠償責任保険 無制限
免責金額（自己負担額）なし

無制限
免責金額（自己負担額）なし対物賠償責任保険

自損事故傷害特約 ○ ○

対物超過
修理費用補償特約 ○ ○

車両保険
（一般条件）※２

○
免責金額（自己負担額）　０円 ╳

概算保険料／
１台・稼働日１日あたり
※３

１，２１０円 ４００円

最低保険料（年間総額） １，０００円

※１　移動サービスの提供における合理的な経路を著しく逸脱して自動車を運行している間に生じた事故による損害・
傷害については保険金をお支払い致しません。また対人賠償において、自賠責保険等により支払われる金額が
ある場合は、それを超える金額のみお支払い致します。

※２　時価額または保険金額（３００万円）のいずれか低い額を限度に保険金を支払います。
※３　別紙【移動サービス専用自動車保険　個別適用保険料のお知らせ】が同封されている場合は、そちらに記載の

保険料が適用となります。
（注）�上記で対象とならない補償および車両保険等保険金額が異なるケースでは、運転者が加入している車両の保険を

使うことも可能です。

＜暫定保険料例＞
　車両保険なしプラン、総提供日数が８００日の場合
　４００円×総提供日数８００日＝年間保険料　３２０，０００円
　※�総提供日数は、「対象台数×１台あたり稼働日数」の掛け算で求めます。掛け算の結果が同

じであれば対象台数と稼働日の内訳は保険料に影響致しません。
　　�例えば、「対象台数４台、１台あたり稼働日数２００日」、「対象台数８台、１台あたり稼働

日数１００日」、「対象台数１００台、１台あたり稼働日数８日」、「対象台数２００台、１台
あたり稼働日数４日」は、いずれも掛け算の結果が総提供日数８００日となりますので、同
一の暫定保険料となります。
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対象台数４台、１台あたり稼働日数２００日、総提供日数８００日となる例
〇〇市ファミサポ △△市ファミサポ

対象車
（対象台数４台）

車ごとの稼働日数
１台あたりの稼働日数が同じ場合

対象車
（対象台数４台）

車ごとの稼働日数
１台あたりの稼働日数が違う場合

車Ａ ２００日／３６５日 車Ａ １５０日／３６５日

車Ｂ ２００日／３６５日 車Ｂ ２５０日／３６５日

車Ｃ ２００日／３６５日 車Ｃ 　５０日／３６５日

車Ｄ ２００日／３６５日 車Ｄ ３５０日／３６５日

総提供日数 ８００日
（稼働日数の合計） 総提供日数 ８００日

（稼働日数の合計）

１台あたり稼働日数 ２００日
（総提供日数÷対象台数） １台あたり稼働日数 ２００日

（総提供日数÷対象台数）

対象台数４台×１台あたり稼働日数２００日＝総提供日数８００日

上記の例では、〇〇市ファミサポも△△市ファミサポも同一の総提供日数となります。いずれの場合も、おお
よその対象台数と１日あたりの稼働日数が分かれば、お支払い頂く保険料の算出が可能です。△△市ファミサ
ポのように、車ごとに稼働日数が違っている場合でも、加入に関して詳細な稼働計画を立てて頂く必要はあり
ません。

保険料の精算について
　保険期間終了後、申込時の総提供日数と実際の総提供日数の差に応じて精算を行い、保険料の
返還または追加領収をいたします。保険期間中に対象台数の増加や提供日数の増減があった場合
でも補償の対象となります。

＜保険料の返還の例＞　�実際の総提供日数が６３０日と、申込み時の総提供日数８００日より少
なかった場合

車両保険なしプランの例 ①保険料／１台・１日 ②総提供日数 ③総額保険料
（①×②）

暫定保険料（Ⅰ） ４００円 ８００日 ３２０，０００円

確定保険料（Ⅱ） ４００円 ６３０日 ２５２，０００円

返還保険料（Ⅰ−Ⅱ） 返還� ６８，０００円

＜保険料の追加領収の例＞　�実際の総提供日数が９１８日と、申込み時の総提供日数８００日よ
り多かった場合

車両保険なしプランの例 ①保険料／１台・１日 ②総提供日数 ③総額保険料
（①×②）

暫定保険料（Ⅰ） ４００円 ８００日 ３２０，０００円

確定保険料（Ⅱ） ４００円 ９１８日 ３６７，２００円

追加領収保険料（Ⅰ−Ⅱ） 追加領収� ４７，２００円
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＜補償内容詳細＞

対人賠償責任保険

他人にケガをさせてしまったときの法律上の損害賠償責任を補償します。
ご契約のお車の事故により、他人を死亡させたり、ケガをさせて、法律上の損害賠償
責任を負う場合
▶�相手側１名について以下の保険金額を限度に保険金をお支払い致します。ただし、
自賠責保険等で支払われる金額がある場合は、その超過額に対してのみ保険金をお
支払い致します。

［保険金額］ 保険金額 無制限

対物賠償責任保険

他人の物を壊してしまったとき等の法律上の損害賠償責任を補償します。
ご契約のお車の事故により、車や塀等の他人の財物を壊したり、ご契約のお車が線路
に立ち入り、電車等を運行不能にしたりして、法律上の損害賠償責任を負う場合
▶１事故について以下の保険金額を限度に保険金をお支払い致します。
［保険金額］ 保険金額 無制限

車両保険
（車両保険ありの場
合）

ご契約のお車の修理費等を補償します。
衝突、接触などの事故により、ご契約のお車に損害が生じた場合
▶�損害額から免責金額（自己負担額）を差し引いた金額を保険金額を限度にお支払い
致します。

［保険金額］ 保険金額 ３００万円

自損事故傷害特約

単独事故でケガをした場合等に保険金をお支払い致します。
ご契約のお車の保有者、運転者または搭乗者が、単独事故（電柱に衝突した事故等）
やご契約のお車側に１００%過失がある事故により死傷し、自賠責保険等や政府保障
事業では補償されない場合に保険金が支払われる特約です。なお、自損事故傷害特約
の対象とならなかった場合（単独事故以外の場合等）でも、「地域子育て支援補償保険」
「子育て相互援助活動補償保険」の傷害補償の対象となる場合があります。
［保険金額］

死 亡 保 険 金
死亡された場合、１, ５００万円をお支払いします。
※�すでに支払った後遺障害保険金がある場合は、１, ５００万円からすでに支払っ
た金額を控除した残額をお支払いします。

後遺障害保険金 後遺障害が生じた場合、その程度に応じて５０万円〜２, ０００万円をお支払い
します。

介護費用保険金 引受保険会社が定める介護を要する重度の後遺障害が生じた場合、２００万円を
お支払いします。

傷 害 保 険 金
医師等の治療を必要とした場合、医師等が治療を必要と認める治療日数に対して、
入院１日につき６, ０００円、通院１日につき４, ０００円をお支払いします。た
だし、１事故１名につき１００万円を限度とします。

対物超過修理費用 
補償特約

対物賠償責任保険では補償されない、相手方の車の「時価額を超える修理費」を補償
します。
対物賠償責任保険で補償する事故で、相手方の車の時価額を超える修理費が発生し、
補償を受けられる方がその差額分を負担する場合、差額分の修理費に補償を受けられ
る方の過失割合を乗じた額を保険金としてお支払いします。１事故について相手方の
車１台あたり５０万円が限度です。
※損害が生じた日の翌日から起算して６か月以内に修理を行った場合に限ります。
【例】

過失割合
補償を受けられる方 ８０％　相手方 ２０％

相手方の車の状態
時価額 ６０万円　修理費 １００万円

・示談交渉等について
　賠償事故（対人・対物）の場合、補償を受けられる方および相手方の同意が得られれば、引受保険会社が補償を受けられる方
のために示談交渉をお引き受けします。ただし、補償を受けられる方に法律上の損害賠償責任がない場合や、補償を受けられる
方が正当な理由なく引受保険会社への協力を拒まれた場合等には、引受保険会社は相手方との示談交渉はできません。（対物賠
償事故の場合には一般社団法人日本損害保険協会に登録された物損事故調査員が弁護士を補助し、その指示にしたがって事故対
応にあたることがあります。）

修理費
100
万円

時価額
60
万円

時価額
を超える
修理費

対物賠償
責任保険
で

48万円を補償
（60万円×80％）

対物超過
修理費特約
で

32万円を補償
（40万円×80％）

40
万円
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加入手続き
＜お申込みから保険料のお支払いまで＞
1 　 5 月 1 日保険始期の場合
　　（保険期間：2024年 5 月 1 日午後 4 時～2025年 5 月 1 日午後 4 時）

　 9 ページの「移動サービス専用自動車保険」加入依頼書（様式 1 ）に必要事項を記入し、
ＦＡＸ（03-3456-4420）にて女性労働協会へ送信してお申し込みください。
　加入申込み期限：３月１５日（金）締切です。
　お申し込みＦＡＸが到着後、女性労働協会より見積書と請求書をご郵送します。
　請求書受取後、指定の銀行口座に保険料をお振込みください。
　加入支払い期限：４月１２日（金）締切です。

2 　 5 月 1 日以外の保険始期の場合
　　（保険期間の例：2024年10月 1 日午後 4 時～2025年10月 1 日午後 4 時）

　 9 ページの「移動サービス専用自動車保険」加入依頼書（様式 1 ）に必要事項を記入し、
ＦＡＸ（03-3456-4420）にて女性労働協会へ送信してお申し込みください。
　保険開始日（補償開始日）は毎月１日です。（例：10月 1 日）
　加入申込み期限：保険開始日の前月の１０日です。（例： 9 月10日）
　加入支払い期限：保険開始日の前月の２０日です。（例： 9 月20日）

＜重要事項説明書について＞
　ご加入に際しては、パンフレット兼重要事項説明書を以下ＵＲＬより印刷もしくはＰＣ等に保
存し、必ず内容をお読みください。商品名は「ＴＡＰ（一般自動車保険）」をご選択ください。
　https://www.tokiomarine-nichido.co.jp/service/auto/pamphlet/

ご加入にあたっての注意事項
以下の要件をすべて満たすことが必要となります。
⑴　提供する移動サービスについて、サービス利用規定を定めていること
　　（規定例は11ページ、12ページを参照ください）
⑵　自家用自動車の運転者および契約自動車を管理する帳簿を備えること
　　（13ページの登録ドライバー・登録自動車一覧を参照）
⑶　自家用自動車の運転者および契約自動車ごとの輸送記録を付けること
　　（14ページ、15ページの毎月通知書および別紙をもって輸送記録とします）

＜証券＞
　東京海上日動火災保険（株）より証券・特約書をご郵送致します。大切に保管いただきますよう
お願いします。

＜通知書・「事故が起こったら」冊子＞
　加入後、女性労働協会より毎月通知書（本紙・別紙）、「事故が起こったら」のご案内をメール
にて送付致します。
　毎月通知の記載方法については14ページ、15ページをご覧ください。また「事故が起こったら」
冊子は各自動車の車内に備え付け、万が一事故が発生した際にご覧になれるようにしてください。
〈加入依頼書の送付先〉 　 〈保険料の振込み先〉

一般財団法人　女性労働協会
〒105-0014 東京都港区芝 2 ―27― 8
 VORT 芝公園 8 Ｆ
ＴＥＬ：03-3456-4410　ＦＡＸ：03-3456-4420

みずほ銀行　芝支店　普通口座　№２４６９７３０
　口座名義：ザイ）ジョセイロウドウキョウカイ
 一般財団法人　女性労働協会
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毎月報告の手続き
　本商品は稼働台数の毎月報告が必要です。加入後電子データで送付される様式に必要事項を記
載の上、毎月の締切日までに本紙および別紙を女性労働協会までご郵送ください。
　毎月の通知締切日：報告対象月の翌月末
　例：報告対象月が 5月の場合、通知締切日は 6月30日となります。
　記載方法は本紙14ページ、15ページをご参照ください。

事故が発生した際の手続き
　事故が発生し保険金を請求する場合、ファミリー・サポート・センターは、事故報告書を女性
労働協会へＦＡＸしてください。事故報告書は、指定の様式が10ページにあります。事故報告書
は、直ちに送ってください。その後は保険会社の指示に従ってください。
　保険金の請求にあたっては、約款に定める書類のほか、以下の書類をご提出いただく場合があ
ります。
・印鑑登録証明書、住民票または戸籍謄本等の補償を受けられる方を確認するための書類
・�他の保険契約等の保険金支払内容を記載した支払内訳書等、引受保険会社が支払うべき保険
金の額を算出するための書類

・自動車検査証等、お車の登録内容や廃車の事実を確認するための書類
・引受保険会社が保険金を支払うために必要な事項の確認を行うための同意書

その他
⑴　引受保険会社が経営破綻した場合等には、保険金、返れい金等の支払いが一定期間凍結され
たり、金額が削減されることがあります。なお、経営が破綻した場合には、この保険は「損害
保険契約者保護機構」の補償対象となり、保険金、返れい金等は、原則として80％（破綻保
険会社の支払停止から 3か月間が経過するまでに発生した保険事故に係る保険金については
100％）まで補償されます。

⑵　本制度についての保険契約上の重要事項については、https://www.tokiomarine-nichido.
co.jp/service/auto/pamphlet/ に掲載されている、 「パンフレット兼重要事項説明書」 に記載
されていますので、内容をご確認の上、お手続きいただきますようお願い致します。

⑶　各種様式のデータをご希望の場合は別途女性労働協会にお問い合わせください。

【取扱代理店・お問い合わせ先】
　一般財団法人　女性労働協会　保険代理店部門
　　〒105-0014　東京都港区芝 2―27― 8  VORT�芝公園 8Ｆ
　　　　　　　　TEL：03-3456-4410　　　FAX：03-3456-4420
【引受保険会社】
　東京海上日動火災保険株式会社　（担当課）公務第一部公務第二課
　　〒102-8014　東京都千代田区三番町 6― ４
　　　　　　　　TEL：03-3515-4124　　　FAX：03-3515-4125
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（様式 1）� 一般財団法人�女性労働協会�行（ＦＡＸ：０３―３４５６―４４２０）

2024年度「移動サービス専用自動車保険」年間加入依頼書
加入依頼書は保険契約申込書の一部を成します。
―ご加入に際して―
　私は、以下の事項について確認・同意のうえ、この保険への加入を依頼します。
　　 1 �．重要事項説明書のダウンロードまたは印刷を行うこと（P 7 参照）　 2．重要事項説明書の内容　 3．重要事項説明書記載の「個

人情報の取扱いに関するご案内」の内容
　私は、上記事項を確認し、保険契約者である団体に対して加入を依頼します。

設置自治体名：
⑴ 加入依頼日 ２０　　�年　　�月　　�日
⑵ 保険期間（１年間） ２０　　�年　　�月　　�日午後４時～２０　　�年　　�月　　�日午後４時

⑶
事 業 名
（�該当するもの１つに を
付けてください。）

□□ファミリー・サポート・センター事業　□□乳児家庭全戸訪問事業
□□養育支援訪問事業　□□子育て短期支援事業　□□一時預かり事業
□□ひとり親家庭等日常生活支援事業　□□子育て世帯訪問支援事業

⑷ 事業の運営方法 □□直営　□□委託（委託を受けている団体：　　　　　　　　　　　　）

⑸

★
加入団体名（センター名�
または○○市△△課等）

（フリガナ）

★
団体所在地
※証券の送付先となります。

（フリガナ）

〒

団体連絡先
ＴＥＬ：� ＦＡＸ：

E-mail：

⑹
★
契約者名（役職名および�
氏名も記入してください。）

（フリガナ）

法人の名称：
（フリガナ）

役職名：
（フリガナ）

氏　名：

⑺ 設置自治体住所・連絡先
部署課名：

〒

ＴＥＬ：� ＦＡＸ：

⑻ 請求書・加入者証 □□団体へ送付　　□□設置自治体所管部署課へ送付

⑼ サービス利用規定 □□施行済　（施行日　２０　　�年　　�月　　�日）
正式名称（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

⑽ 加入プラン・保険料

保険タイプ ①保険料（円）�
（１台・１日あたり） ②台数 ③稼働日数 ④総額保険料（円）�

（①×②×③）
車両保険ありプラン�
（免責０円） １, ２１０

車両保険なし
プラン 　��４００

太枠内の④総額保険料を振込ください（振込手数料はご負担ください）。

⑾ 保険料振込予定日 振込予定日：２０　　�年　　�月　　�日

⑿ 加入依頼担当者

氏　名：
所属・役職：
ＴＥＬ：
E-mail：

★が付された事項は、ご加入に関する重要な事項（告知事項）です。これらについてお答えいただいた内容が事実と異なる場合
や事実をお答えいただかない場合はご加入を解除し、保険金をお支払いできないことがありますので、ご注意ください。

私は、「ご加入に際して」を�
確認し加入を依頼します。
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（様式 2）� ファミリー・サポート・センター�⇒�女性労働協会（ＦＡＸ：０３―３４５６―４４２０）�

2024年度「移動サービス専用自動車保険」事故報告書
「移動サービス専用自動車保険」において対象となる事故は、移動支援サービス提供中の事故に限ります。別添の①輸送記録（※）、②経路
図により、移動支援サービス提供中の事故であることを確認済みです。可能な範囲で事故状況をご記入ください。
（※）管理者が、運転者ごとに、使用車両、利用日、利用者、乗降場所、乗降時刻等を記録（１日ごと）

証券番号：

①�契約者・
記名被保
険者情報

ファミリー・サポート・センター名（担当者名） ＴＥＬ

ＦＡＸ

E-mail
住所　〒

②事故内容

発生日時　　　年　　　月　　　日　午前・午後　　　時　　　分頃

発生場所 警察署

事故状況（できるだけ具体的に）

③当方

（フリガナ）
運転者（提供会員）氏名

電話
生年月日　　　　　年　　月　　日
免許有効期限
　　　　　　　年　　月　　日まで

登録番号（Noプレート） 車名（被害物）

修理工場名
　　　　　　　　　　　　 　　　 （担当：　　　　　様）電話：

＜対人事故の場合、当方車両の自賠責保険の情報＞
保険会社名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　�証明書番号：
保険期間：　　　　年　　　月　　　日 ～ 　　　年　　　月　　　日

④相手

（フリガナ）
運転者氏名　

住所
電話

（フリガナ）
所有者名

住所
電話

登録番号（Noプレート）
　　

車名（被害物）

修理工場名
　　　　　　　　　　　　　　　　 （担当：　　　　　様）電話：

相手加入の保険会社
　　　　　　　　　　　　　　　　 （担当：　　　　　様）電話：

＜対人事故の場合下記に記載＞
受傷者氏名（フリガナ）：

医療機関名・電話：
受傷内容：

連絡先（住所・電話）：

　上記の事故は、対象となる事業のサービス提供中に生じた事故であることを証明します。
加入団体所在地
加入団体名
代表者氏名　　　　　　　　　　　　　　　　　印　　　担当者名
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参考 送迎時の自家用車使用規定の例

〇〇市ファミリー・サポート・センター 自家用車使用規定

第１条（目的）

この規定は、提供会員の所有する（リース使用含む）車両（以下「自家用車」という。）を送迎に使用する場合

の取扱いについて定める。

第２条（所管）

この規定に定める事務の取扱いは、○○市ファミリー・サポート・センター（以下、「センター」という）の所

管とする。

第３条（自家用車使用許可基準）

送迎サービスの提供に自家用車使用を許可する基準は、次の通りとする。

（ ）使用する車両が提供会員自身又は提供会員家族の所有車（リース使用含む）であること。

（ ）送迎距離、公共交通の有無、依頼内容等を勘案し、センターが必要と認めること。

（ ）提供会員が直近１年間で複数回の交通事故を惹起していないこと。

（ ）車両が整備されたものであること。

（ ）次の種類の自動車保険に加入していること。

①自動車損害賠償責任保険

②自動車保険（任意保険）

・対人賠償 無制限

・対物賠償 無制限

第４条（自家用車使用許可申請）

送迎に自家用車を使用する提供会員は、あらかじめ自家用車使用申請書に必要事項を記入し、センターへ提出

すること。

申請書には次のものを添付する。

①自動車検査証の写

②加入済自動車保険証券の写

２ 自家用車使用許可の有効期間は１年とし、有効期間満了時に再申請しなければならない。

第５条（順守事項）

提供会員は、次のような運転行為、禁止行為をしてはならない。

（ ）飲酒運転

（ ）速度違反運転

（ ）過労、居眠運転

（ ）駐停車違反、放置駐車

（ ）その他道路交通法で禁止されている運転

（ ）不正請求、白タク行為

別紙１ 
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第６条（事故報告）

提供会員は、交通事故が発生した場合、直ちに警察への報告等の対応をするとともに、センターへ事故内容等

を詳細に報告しなければならない。

第７条（事故処理）

送迎で使用を許可された自家用車が、私用運転中に起こした事故については、センターは一切その責任を負わ

ない。

第８条（移動サービス事業者向け自動車保険）

送迎中の賠償事故および自家用車の損害については、センターが加入している移動サービス事業者向け自動車

保険（対人賠償責任保険・対物賠償責任保険・自損事故傷害特約・対物超過修理費用補償特約）で対応することが

できる※。

ただし、補償されない内容他、提供会員の希望により、会員自身で自家用車に付保した自動車保険で処理する

こともできる。※車両保険ありタイプは車両保険を記載してください。  

２ 移動サービス自動車保険の免責額は、提供会員の負担とする。

３ 移動サービス自動車保険期間は、センターと保険会社との契約期間とする。

第９条（届出の義務）

次の各号に該当したときは、すみやかに所属長に届け出なければならない。

（ ）申請書の記載事項に変更があったとき

（ ）活動中に、交通事故および違反を起こしたとき

（ ）自家用車使用をやめるとき

第 条（許可の取消）

この規定に違反した場合は、今後、自家用車での送迎の活動を認めないものとする。

第 条（改正）

本規定中、実情にそぐわない部分が生じたときには改正する。

付 則 この規定は、 年５月１日より施行する。

以上
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登録ドライバー・登録自動車一覧�

№ 提供会員番号 提供会員登録
ドライバー 車　名 自動車登録番号 車両所有者

1 東海花子 アルト 横浜 3 3 0 ぬ 1 2 3 4 東海花子
2 佐藤譲 プリウス 横浜 1 1 0 け 7 8 9 4 佐藤正彦
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
31
32
33
34
35
36
37
38
39
40
41
42
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※
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